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一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
、
続
い
て
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
年
）
医
薬
品
製
造
指
針
が
刊
行
さ
れ
、
前
者
に
は
漢
方
エ
キ
ス
剤

は
附
録
と
し
て
二
頁
に
わ
た
り
記
載
さ
れ
、
後
者
に
は
漢
方
四
十
五
処
方
の
生
薬
分
量
と
効
能
・
効
果
が
記
載
さ
れ
、
行
政
の
対
応
が
時
代

た
承
認
の
規
準
も
不
明
で
あ
る
。

こ
の
研
究
を
基
礎
に
し
て
後
に
大
阪
の
小
太
郎
漢
方
製
薬
㈱
な
ど
が
漢
方
製
剤
を
製
造
、
販
売
す
る
に
至
っ
た
。

一
九
五
○
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
関
西
の
日
本
東
洋
医
学
会
有
志
が
前
記
の
方
法
に
よ
り
、
必
要
な
揮
発
分
も
と
り
入
れ
た
漢
方
エ
キ
ス

剤
を
二
十
種
造
り
、
臨
床
効
果
の
判
定
を
東
洋
医
学
会
の
会
員
に
呼
掛
け
た
が
、
反
応
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

小
太
郎
漢
方
製
薬
㈱
の
漢
方
製
剤
の
製
造
と
発
売
は
一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
で
あ
る
。
同
社
は
同
年
、
研
究
所
・
工
場
を
整
備

し
、
桑
野
重
昭
を
所
長
に
迎
え
た
。
同
氏
は
漢
方
煎
液
を
抽
出
の
後
に
減
圧
濃
縮
・
乾
燥
す
る
真
空
（
減
圧
）
泡
沫
乾
燥
法
に
成
功
し
た
。

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
十
二
年
）
当
時
の
行
政
の
承
認
書
類
は
現
存
し
な
い
と
さ
れ
、
僅
か
に
効
能
・
効
果
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

に
即
し
て
い
る
。

報
告
さ
れ
た
。

漢
方
方
剤
の
煎
出
法
の
基
礎
実
験
は
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
武
田
薬
品
工
業
㈱
の
渡
辺
武
、
後
藤
實
の
両
氏
に
よ
っ
て
初
め
て

特
別
講
演
（
１
）

漢
方
製
剤
の
医
史
学
的
検
討

菊
谷
豐
彦
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し
か
し
、
こ
の
当
時
は
、
匡

臓
疾
患
用
剤
に
分
類
さ
れ
た
。

漢
方
製
剤
は
一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
に
小
太
郎
漢
方
製
薬
㈱
の
四
品
目
（
葛
根
湯
、
当
帰
苛
薬
散
、
十
味
敗
毒
湯
、
五
苓
散
）
の
四

品
目
が
、
続
い
て
、
剤
盛
堂
の
二
品
目
（
五
苓
散
、
当
帰
苛
薬
散
）
が
保
険
薬
価
に
収
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
当
時
は
、
医
薬
品
の
薬
効
分
類
に
漢
方
薬
の
項
目
は
な
く
、
た
と
え
ば
葛
根
湯
は
解
熱
鎮
痛
消
炎
剤
、
十
味
敗
毒
湯
は
肝

一
九
六
七
年
（
昭
和
四
十
二
年
）
厚
生
省
薬
務
局
製
薬
課
に
漢
方
打
合
せ
会
が
発
足
し
た
。
そ
の
委
員
は
大
塚
敬
節
（
修
琴
堂
大
塚
医
院
）
、

浅
野
正
義
（
本
郷
高
島
堂
薬
局
）
、
西
本
和
光
（
衛
生
試
験
所
）
、
菊
谷
豊
彦
（
東
京
都
教
職
員
互
助
会
三
楽
病
院
）
で
あ
る
。
本
邦
で
用
い
ら
れ

る
漢
方
処
方
を
代
表
的
成
書
か
ら
約
七
○
○
処
方
を
選
び
、
さ
ら
に
一
般
用
に
適
す
る
処
方
を
選
ん
だ
。

一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
十
二
月
四
日
、
中
央
薬
事
審
議
会
一
般
用
医
薬
品
特
別
部
会
に
漢
方
生
薬
製
剤
調
査
会
が
発
足
し
て
、

前
記
四
名
が
就
任
し
た
。
同
調
査
会
で
は
、
日
薬
連
（
日
本
製
薬
団
体
連
合
会
）
漢
方
部
会
の
呈
出
し
た
素
案
を
も
と
に
、
一
般
用
漢
方
処

方
の
構
成
生
薬
と
そ
の
用
法
、
用
量
、
効
能
、
効
果
な
ど
を
検
討
し
て
、
そ
れ
を
昭
和
四
十
九
年
ま
で
に
ま
と
め
た
の
が
、
現
在
の
一
般
用

方
の
構
成
生
薬
と
そ
の
用
法
、
用
皇

漢
方
二
百
拾
処
方
の
内
規
で
あ
る
。

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
十
一
年
）

一
九
七
六
年
（
昭
和
五
十
一
年
）
に
漢
方
製
剤
四
十
三
処
方
、
五
十
四
品
目
が
薬
価
収
載
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
、
漢
方
製
剤
は
薬
効
分
類

上
、
初
め
て
漢
方
薬
に
分
類
さ
れ
、
新
た
な
地
位
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
際
、
一
般
用
医
薬
品
の
漢
方
製
剤
の
効
能
・
効
果
な
ど
が
そ
の
ま
ま
医
療
用
に
転
用
さ
れ
た
。
ま
た
、
有
効
性
を
示
す
デ
ー
タ
は
な

い
ま
ま
に
、
医
療
用
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

認
可
に
い
た
る
ま
で
に
は
、
当
時
の
日
本
医
師
会
長
・
武
見
太
郎
氏
の
尽
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
一
九
九
一
年
（
平
成
三
年
）
に
薬
効
分
類
が
再
改
訂
さ
れ
た
。
五
一
○
生
薬
、
五
二
○
漢
方
製
剤
、
五
九
○
そ
の
他
に
分
類
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
で
は
百
四
十
八
処
方
、
約
九
○
○
銘
柄
の
漢
方
製
剤
が
あ
る
。

今
回
の
講
演
は
漢
方
製
剤
が
医
療
用
に
な
る
ま
で
の
過
程
に
焦
点
を
置
い
た
。
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経
症
の
多
発
、
疾
病
構
造
の
変
化

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
４
）
医
薬
品
製
造
指
針
、
一
般
用
二
百
拾
処
方
な
ど
の
法
的
整
備

以
上
の
よ
う
な
背
景
で
、
漢
方
製
剤
が
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
環
境
が
出
来
上
っ
た
な
か
で
、
武
見
医
師
会
長
の
尽
力
が
成
功
し
た
の

薬
価
削
除
問
題
、
エ
キ
ス
剤
の
含
量
不
足
問
題
、
再
評
価
指
定
な
ど
に
は
触
れ
な
い
。

漢
方
製
剤
が
医
療
用
に
な
る
ま
で
に
は

（
１
）
サ
リ
ド
マ
イ
ド
、
キ
ノ
フ
ォ
ル
ム
な
ど
の
薬
害
、
抗
結
核
剤
、
抗
生
剤
な
ど
に
よ
る
感
染
症
の
激
減
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
疾
患
、
神

（
３
）
エ
キ
ス
製
剤
技
術
の
開
発

（
２
）
国
際
的
に
伝
統
薬
の
見
直
し

（
（
医
）
菊
谷
病
院
）


